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１　事業の概要

２　今後の事業の方向性

・新型コロナウイルスの影響による合同説明会等就職活動に関す
るイベントの中止等により、学生が就職活動の情報を得ることが
困難になっている。

・インターンシップセミナー等についてオンラインで開催す
る等、状況に応じて適切な形で学生に情報を提供できるよう
取り組む。

-

76.8%

100人

76.8%

達成状況
の分析

①雇用情勢の回復により、就職支援を必要とする者が減少したことに伴い、新規登録者数が前年度よりも減少する一方、売り手市場における現状
で就職支援を必要とするジョブカフェの利用者は、自身のキャリアプランに見通しが立っていない等、就職に困難を有する者が多かったため、
ジョブカフェの利用者における就職者数が減少し、就職率も減少したものと考えられる。

②高等教育振興課と連携して県内外の学生にインターンシップ関連の施策を実施したことにより、目標を達成することができた。

③安定した雇用確保のため、正規雇用での就業に重点を置いていたことから、非正規雇用数が減少。あわせて、新卒採用に重点をおく事業所が増
加したため、事業参加者（再就職者）の就職が困難となり、就業者数300名の目標達成はできなかった。

主な取組

✔　ジョブカフェ信州
　　　若年者の職業的な自立を促し、安定した雇用に結びつけるため、学生を含め40歳代前半までの方を対象に
　　キャリアコンサルティング、セミナーの開催等、各就職支援サービスを提供。
　　（R1年度　利用者数：13,938人　就職者数：656人）

✔　インターンシップフェアの開催
　　　夏に東京・名古屋、冬に長野市で企業が学生にインターンシップ情報等を説明する
　　説明会を開催　（R1年度　参加学生数：555名）

✔　女性関連のイベント
　　　子育て期女性を対象に、再就職支援のための就業相談、託児付きセミナー、短期インターンシップ等を
　　開催（R1年度　就業相談者数：1,921人）
　　仕事と家庭両立のための企業向けセミナー、就業継続支援のための能力アップセミナー等を開催

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか
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167,890176,750

職員数（人）

うち一般財源 188,176 155,735

58.6%↘

-

・出産・育児を経ても就業継続を希望する女性は、多様な働き方
を希望する女性が多く、女性のニーズに則した支援が必要。

・女性のニーズに対応した支援カリキュラムの見直し。
・企業に対して多様な働き方の導入の働きかけを実施すると
ともに、県内企業の従業員を対象に、ライフイベントを経て
も就業を継続できる意識に繋げるためのイベントを実施。

成果指標
設定理由

①ジョブカフェ信州における若年者に対する就業支援の成果を測るための指標
  　※目標値：ジョブカフェ信州利用者の就職率　76.8％（平成29年度の実績に基づき設定）
②学生に対する県の支援施策の効果を測るための指標
  　※目標値：インターンシップ関連事業を活用してインターンシップに参加した学生数　100人（類似施策実績に
　　　　　　　基づき設定）
③子育て期女性に対する就業支援の成果を測るための指標
　　※目標値：女性の就業者数　300人（前年実績及び事業者ヒアリングに基づき設定）

合計（A) 191,224

総合的に展開する
重点政策

2-6 郷学郷就の産業人材育成・確保

300人

H29年度

313人

事業の現状

・目指す姿
(予算編成時)

【現　　状】
・本県の有効求人倍率は1.7倍となり、雇用情勢は堅調に推移する一方で、新規求人に占める正社員の割合は全国平均より低い
30％台にとどまっている。
・県内高校卒業者における大学等進学者のうち、７割超が県外に進学しているが、大手企業による積極的な採用等を背景にＵ
ターン就職率が低迷しており、平成30年3月卒業生では39.5％となっている。
・就業中の女性の約５割が出産を機に離職し、子育て期の女性の就業率が低下するため、女性の年代別就業率のグラフはＭ字
カーブを描く。

【目指す姿】
　労働力人口が減少する社会において、若年者、女性、障がい者、シニア、外国人等の就業希望の実現に向け支援を行うことに
より、県内の就業者数を維持し、産業を担う人材の確保を図る。

【実施内容】
　若年者の就業支援、新規学卒者の県内就職支援、女性の再就職・就業継続支援　など

区分（単位：千円） H30年度 R１年度

No 成果指標

1

女性の就職者数

5-2 女性が輝く社会づくり

・新型コロナウイルスの影響により、雇用情勢が急速に悪化して
おり、失業者等に対する就労支援体制が不足している。

・今後の雇用情勢を注視しながら、ジョブカフェの拡充も含
め、就労支援体制の強化を検討していく。
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８つの重点目標 就業率、社会増減

課・室

事業番号 07 08 02 事業改善シート （令和元年度実施事業分）

事　業　名 雇用促進のための対策事業費
部局 産業労働部

実施期間 H10

労働雇用課
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事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

4

ジョブカフェ信州利用者
の就職率

3

2
インターンシップ関連事
業を活用してインターン
シップに参加した学生数

目標値H30年度 R１年度

54.4%↘

130人

222人↘ 226人↗

インターンシップフェアの様子
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・障がい者理解を促進するため、事業所の人事労務担当者等を対象とした啓
発セミナーを開催（参加企業37社　参加者49名）
・企業への就業を希望する障がい者を対象とした合同企業説明会を開催
　　　　　　　　　（参加企業54社　来場者313名（うち求職者186名））
委託先：株式会社綜合キャリアトラスト

8
シルバー人材センター支
援事業費

補助金
・高年齢者の多様な就業機会を確保するため、シルバー人材センターの実施
する各種事業に対して支援
補助先：（公社）長野県シルバー人材センター連合会

7
障がい者と企業の出会い
の場創出事業費

委託

直接・
補助金

・県内企業等の担い手不足の解消を図るため、東京圏、愛知県及び大阪府か
ら県内に移住した者に対して、市町村が行う事業に要する経費に対し、補助
（補助実績5件）

シニア就業支援事業9 直接
・職についていない高年齢者の掘り起こしのため、生きがい就労をテーマと
した公開講座を、長野、松本の２か所で開催し、アンケート調査を実施
　　　　　　　　　　　　　　　　（長野会場338名、松本会場249名）

・県内企業等が都市部等から専門的な能力や経験を有する人材を受け入れる
際の人件費の一部を助成
補助先：法人事業者（補助実績16件）

10

11

12
ＵＩＪターン就業・創業
移住支援支援事業費

・グローバル・キャリア・フェアを開催(出展企業26社、留学生等外国人35名
参加）
・北陸３県と合同で、外国人留学生を対象とした就職相談会・企業研究会を
開催。留学生就職促進プログラムの評価委員会、プログラム統括推進会議及
びプログラム推進協議会に出席

直接・
補助金

直接・
委託

プロ人材就業助成金交付
事業費

外国人の就業促進事業費

4
はたらく女性応援プロ
ジェクト事業費

委託

・労働相談の実施（相談者　1,921名）
・再就職セミナー、インターンシップ、職域拡大イベントの実施
（セミナー受講者 348名、インターンシップ利用者 13名）
・合同企業説明会の実施（7会場、237企業、694名参加）
・就職者 226名（内、正規雇用 132名）
・就業継続支援セミナー（受講者　70名）
・女性の就業支援情報総合サイトの運営
委託先：イーキュア（株）

・特別支援学校等の生徒を職場実習で受け入れた事業所に対し助成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（実習実施件数2件）

5
就職困難者のための就職
サポート事業費

直接・
委託

・地域振興局（５局）に求人開拓員を配置し、求人開拓から職業紹介、就職
後の定着まで一貫して支援（就職件数62件）
・職業紹介システムの保守業務委託　委託先：㈱長野協同データセンター
・障がい者優良雇用事業所等に対する知事表彰を実施

6
障がい者職場実習支援事
業費

直接

Ｈ30年度
決　算

Ｒ１年度
決　算
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細事業名

事業番号 07 08 02 細事業一覧 （令和元年度実施事業分）

産業労働部 課・室 労働雇用課

細事業
No.

部局事　業　名 雇用促進のための対策事業費

3

実施
方法

細事業を構成する主な取組

ジョブカフェ信州運営事
業費

信州正社員チャレンジ応
援事業費

NAGANOで働く魅力発信事
業費

1
176,750 167,890

千円

（ジョブカフェ信州運営事業に統合）

・インターンシップフェアを東京・名古屋・長野で開催し、学生に県内企業
のインターンシップ等情報を発信(延べ555名の学生が参加）
・県内企業へのインターンシップに参加する県外学生の交通費等を助成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（延べ58名の学生に補助）
・シューカツＮＡＧＡＮＯ応援隊と学生とのセミナーを６回開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（延べ73名の学生が参加）
・就活支援ポータルサイト「シューカツNAGANO」で学生向けに県内就活関連
情報を発信

千円
雇用促進のための対策事業

直接・
委託

補助金・
直接・委

託

直接・
委託

令和元年度　実施内容（実績）

・キャリアコンサルティング、セミナーの実施
・ミニジョブカフェ、出前講座等出張サービスの実施
・若年者就労実体験（ジョブチャレ）の実施
・移住・交流センター（銀座ＮＡＧＡＮＯ）内において、学生等を対象とし
た就職活動相談窓口を設置・運営
・正規雇用に向けた研修プログラムの提供
・企業での職場実習と定着支援

No.

1

2
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